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図8.誘起応力の1-両横分率t依存性
ナ=0.糾
場合に長時間シミュレーションを続ける
と､粒子密度の大きい領域と小さい (ほ
とんど0)領域の･2相に分維することが
兄いだされた (相境界は図1で電場に垂
直な面になる)｡しかし､¢やγが大き
い場合は今回の計算では無視した粒子間
の流体力学的相互作用が重要な場合と予
想されるので､この相分離は近似のため
に生じた現象かも知れない (実験的にも
今のところ見つかってはいない)｡また
仮に相分離が起こったとすると流速分布
も今回仮定した図1の様な単純なずり流
とは異なる筈で､流速分布も同時に計算
しながらのシミュレーションが必要であ
る｡これらの点は今後の検討課題とした
い｡
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